協働事業企画書
【＊＊＊＊＊＊＊＊事業】
年　　月　　日　

（あて先）

松戸市長

提案者　　住所(所在地)　　　　　　　　　　

　　　団体の名称　　　　　　　　　　　

代表者氏名　　　　　　　印 

協議者　　○○○○課長　　　　　　印

　　　　　　　　　　　　　　　　　    協働推進課長　　　　　　印　　　

　　　　　　　

市との協働事業における事業認定を受けた提案書について、３者協議を行い、事業企画書の作成を行いましたので、別紙のとおり提出します。
事業計画書
1． 事業名称　　　　　　　　  　※　事業名称を記入してください。
2． 実施主体

■　団　体　名：　　　　　　※　団体名を記入してください。
■　事業担当課：　　　　　　※　担当課名を記入してください。
３．　事業目的及び社会的成果（アウトカム）
　　　※　この事業を行う目的及び社会的効果を具体的に設定してください。
４．　事業の課題及び事業成果（アウトプット）
　　　※　この事業で解決する課題及び事業で得られる成果を具体的に設定してください。
５．　協働の意義

※　この事業を協働で実施する必要性、協働することによる効果や利点、提案者及び市

のメリットを具体的に設定してください。
６．事業実施の役割分担

■　提案者の役割
　　　　　※　提案者が行うことを具体的に設定してください。
■　市の役割
※　市が行うことを具体的に設定してください。
７．事業スケジュール

　　　　　※　日程、場所、実施内容を具体的に設定してください。
８．将来の展望

　　　　　※　この事業について、将来どのように展開するのかを具体的に設定してください。
（第6条関係）

事業の予算計画
	【社会資源持ち寄り（収入）】
	（単位：円）

	提案者
	（自己資金）


	金額
	積算内訳

	
	
	円
	

	
	
	円
	

	
	
	
	

	
	自己資金合計（ａ）
	円
	

	
	労力換算額計（ｂ）
	円
	労力換算計算書のとおり

	市
	負担金申請額（ｃ）
	円
	

	資金合計額（ｄ）（ａ＋ｃ）
	円
	事業費（ｇ）と同額

	
	

	【負担金申請額（c）チェック項目】
	

	１．対象となる経費（ｅ）欄の90%以内
	

	２．1事業あたり50万円以内

	３．自己資金（ａ）欄に労力換算額（ｂ）欄を加えた額以下であること。

	【事業費の積算（支出）】
	
	

	項　　　目
	金額
	積算内訳

	負担金の交付対象経費
	
	円
	

	
	
	円
	

	
	
	円
	

	
	
	円
	

	
	
	円
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	対象となる経費合計額（ｅ）
	円
	

	その他経費
	
	円
	

	
	
	円
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	その他経費合計額（ｆ）
	円
	

	事業費（ｇ）（ｅ＋ｆ）
	円
	収入合計額（ｄ）と同額


※　対象となる経費、対象とならない経費については、募集要項を参考にして下さい。

労力換算計算書

	
	（単位：円）

	項　　　目
	換算額
	積算内訳

	労力換算額
	活動計画
	
	人数×時間×回数×500円

	
	
	円
	

	
	
	円
	

	
	
	円
	

	
	
	円
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	合計（ｂ）
	円
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